平成２４年度
目黒区学力調査と授業改善プラン

平成２４年７月

目黒区立第九中学校
Ⅰ　「目黒区学力調査」の概要
１　調査の趣旨

目黒区立小・中学校の児童・生徒に「学力調査」を実施し、児童・生徒の学習状況を組織的・継続的に調査・分析するとともに、各学校の指導法やカリュキュラムの改善・充実を図り、学力の定着・向上を目指す。

なお、本調査は、目黒区立小学校の第２学年～第６学年の児童及び目黒区立中学校の全学年生徒を対象に実施された。（原則として、特別支援学級に在籍する児童・生徒は対象としない。）

２　調査の内容
(1)　調査の対象学年及び対象生徒数（本校） 

	
	１　年
	２　年
	３　年

	対象数
	６０人
	８６人
	７４人

	実施数
	６０人
	８３人
	６９人

	受検率
	１００％
	９６．５％
	９３．２％


(2)　調査内容と実施教科

1 学習指導要領に示された目標の達成状況（観点別学習状況）

2 生徒の学習に関する意識

１年　意識調査、国語、数学、社会、理科

２年　意識調査、国語、数学、社会、理科、英語

３年　意識調査、国語、数学、社会、理科、英語

(3)　実施日 

　　平成２４年４月１２日（木）
Ⅱ　平成２３年度「目黒区学力調査と授業改善プラン」の検証
１　成果

２学年の結果では全教科を通して達成率が昨年度より下がったが、国語・数学・英語で平均正答率が目標値を上回っている。領域・観点でも平均正答率が目標値を上回っている教科が増え、昨年度の課題であった基礎・活用の定着については国語・社会・理科の３教科で改善が見られた。
３学年の結果では全教科を通して達成率が昨年度より上がっている。英語については基礎・活用を含め、全ての領域で平均正答率が目標値を上回り、観点では表現の能力と言語や文化についての知識・理解で平均正答率が昨年を上回っている。他の教科では平均正答率がやや下回ったものの、昨年度より目標値に近づきつつあり、改善が見られた。両学年ともにプリント・ワークを活用し、確認テストや問題演習を多く取り入れた成果が表れたものと考える。また、３学年の結果では昨年度の課題であった教科への関心・意欲・態度に関する達成率が数学・社会・理科の３教科で昨年度より上がり、教科で取り入れた「具体的な事象を多く扱う」、「身近な話題を取り入れる」、「視覚的な資料を活用する」、「実験や観察から考察する授業展開を工夫する」といった改善が生徒の興味や関心を高めたものと考える。

２　課題

　　教科によって結果に差があるが、社会・理科では基礎・活用および領域・観点で目標値に対して平均正答率が下回っているものが多い。昨年度も課題であった教科への関心・意欲・態度の結果は改善が見られるものの、まだ目標値には達していない学年や教科があるので、さらなる改善の工夫が必要である。

１学年の結果については国語以外の３教科の基礎・活用、領域、観点における平均正答率が目標値を下回っており、特に社会と理科での小学校の学習内容の定着に大きな課題が見られる。また、学習指導要領の改訂に伴い、言語活動の充実による思考力・判断力・表現力の育成についても各教科の授業における実践の工夫が不可欠である。

Ⅲ　目黒区学力調査等に基づく授業改善プラン
１　本校の授業改善に向けた方策
(1) 　指導方法の工夫

小・中連携による授業の決まりとして「授業時間のけじめ」「集中して話を聞く」の共通実践を通して授業規律を確立させるとともに、多様なグループ活動を導入して学ぶ楽しさを実感させ、生徒が主体的に学習する態度を育成する。導入では復習小テストを行う、展開では生徒にとって身近な話題や実生活での例などを取り上げて問題に取り組ませる、発表・討議などの言語活動を取り入れる、まとめでは自分の学習の成果と課題を振り返る「振り返りシート」を実施するなど、教科の特性と学年生徒の実態に合わせて実践していく。
(2) 　指導体制の工夫

数学と英語では少人数授業を実施し、基礎・基本の習得に努める。また、授業内容や時期に応じて合同授業・ＴＴ授業などを効果的に取り入れていく。英語ではＡＬＴとのＴＴ授業における教材を工夫することでコミュニケーションへの意欲と能力をさらに高めるとともに、国際理解の深化を図る。また、少人数授業では前期中間テストの結果を踏まえ、クラス分けの見直しを行い、授業をより活性化させる編成とする。

数学と理科では学習指導員とのＴＴ授業を実施し、課題別の授業を展開したり、補充や発展など個に応じた指導を実施したりするなどの充実を図る。週時程の中に教員が指導する時間としての朝読書を１０分間実施し、読書習慣を身につけさせるとともに、学習の基盤となる知的好奇心を醸成する。
(3) 　評価の工夫

生徒自身が課題を発見し、問題解決を図っていける評価活動を工夫して実践する。「各教科の学習のポイント」を冊子にまとめて保護者・生徒に周知し、評価・評定についての理解を深化させるとともに学習の指針を示す。また、研修を通して各教科の評定資料・評定方法について共通理解を図り、指導計画・評価計画・学習ポイントの一元化に取り組む。
(4) 　習熟度を高めるための手だて

　数学と理科では学習指導員を活用して、授業の中で補充・発展学習に取り組ませる。放課後・土曜日・夏休み学習教室を通年で開催し、個に応じた補充・発展学習と学習習慣を身に付けさせる取り組みを推進する。
(5) 　家庭や地域社会との連携の工夫

保護者・地域による学校評価や生徒による授業アンケートを実施し、各教科の授業改善を図る。学校公開日と学校公開週間を設定し、参観者の感想や意見を精査して授業に取り入れる。小・中連携プログラムに基づいた合同研究や交流活動を通して指導内容や指導方法の相互理解を図り、９年間の系統を踏まえた学習指導と小中における共通した生活指導を実践する。
(6) 　研修の工夫

校内研修を通して、全教員で各教科の指導計画と評価計画の検証を実施する。また、研究主題として｢授業規律の確立｣を共通課題に据え、「言語活動を取り入れた授業実践」・「指導と評価の工夫」・「生徒の興味・関心を引き出す授業の工夫」に分け、グループで授業研究を実施する。社会・理科については、基礎知識の確実な定着を図る授業の工夫という視点から、他教科の実践から工夫を学んだり、他教科からのアドバイスを取り入れたりする研修も実践する。
目黒区立第九中学校　第１学年授業改善プラン

	教科
	区学力調査の結果等から
みられる課題
	授業改善の方策

	国　　語
	○小学校で学習した漢字の「読み・書き」
○話し手の意志を考えながら話の内容を聞き取る力
	○反復練習と漢字テストを通して漢字の読み書きを定着させる。
・授業の始めに小学校５・６年で学習した漢字の小テストを実施する。

・中学校の漢字は、ワークシートで反復練習させ、テストを実施する。

○授業実践やテストを通して「聞き取る力」を身に付けさせる。

・ノート指導として先生や友達の話から正確にメモを取る課題を提示する。
・聞き取りテストで話し手の意志を考えながら聞き取る練習を実施する。
・話し合いを行う課題を設定して自分の考えをまとめる練習を実施する。

	社　　会
	○基礎的な知識の習得
○資料から読み取って考える力

	○調べ学習を通して自ら知識を習得していく力を付けさせる。

・教科書、地図帳、資料集等を活用する調べ学習の進め方を指導する。

・モデリングを通して分かりやすいノートのまとめ方を指導する。
○資料を活用して自分の考えをまとめる学習を多く取り入れる。

・図版、グラフ、主題図等の資料の読み取り方を丁寧に説明する。

・読み取った内容から自分の考えを導き出す多様な課題に取り組ませる。
・読み取った内容や自分の考えを発表・討議する時間を設定する。

	数　　学
	○数学への関心・意欲
○基礎的な知識
○面積と体積


	○導入で興味を引くような内容を提示し、分かる・できる実感をもたせる。
・導入で身近で分かりやすい数学的な話題やクイズを提示する。

・導入での復習と基礎問題の小テストを徹底して実践する。
○図形の面積を求める公式の意味から入り、理解を深める。
　・公式の意味を理解させる説明や問いかけを丁寧に実施する。

・公式の意味や導出方法を説明させることで確実な習得を図る。

	理　　科
	○自然事象への関心・意欲・態度
○実験・観察結果から考察する力


	○身近な自然事象に触れながら、学習内容への興味・関心を高める。
・身近な事象を授業内容と照らし合わせながら紹介して取り入れる。
・ＩＣＴ機器による視覚的な教材を活用して授業内容の復習を実施する。
○実験・観察後の授業において結果から考察する活動を実施する。

・結果から考察までを自力で取り組めるようにワークシートを工夫する。
・考察を発表したり、グループで話し合ったりする活動を取り入れる。　

	英　　語
	○英語への関心・意欲・態度


	○授業を通して学習内容への興味・関心を高める。

・教科書を中心に教材を工夫して多様なactivityを取り入れる。
・小テストを実施し、互いに競い合うことで達成感をもたせる。
・承認を与えることで、積極的に発表しようとする雰囲気を作る。


目黒区立第九中学校　第２学年授業改善プラン

	教科
	区学力調査の結果等から
みられる課題
	授業改善の方策

	国　　語
	○漢字の書き
○文法・語句に関する知識の習得


	○「学年別漢字配当表」の漢字の習熟を図る。
・授業記録用紙を活用して意欲が低下しがちな生徒を把握する。
・個別にそれぞれの間違いやすい漢字や漢字の部分を指導する。
・漢字小テストを週１回実施する。
○文法・語句の知識の定着とともに、実践を通して活用を図る。
・生徒が実際に書いた文章の誤りを訂正する学習活動を実施する。
　・「聞く・話す・書く」の中で表現を工夫させて語句を活用する。

	社　　会
	○世界と日本の地域構成に関する基礎的な知識の習得
○古代から中世に関する資料活用の技能
	○基礎的な用語の習得と概念の理解を図る。
・地図、グラフ、写真などを活用して知識の習得を高める。

・日常の社会生活の具体的な事象と関連付けた指導を行う。
○時代ごとに資料から読み取る学習課題を授業に取り入れる。

・資料から人物、事件、産業、文化などを読み取る課題を提示する。

・文章化・地図化・関係図化するなどの作業を通して理解を深める。

	数　　学
	○文字式の表し方と文字式の計算
○１次方程式の応用


	○文字式で表わすことに慣れさせ、数学的思考を身に付けさせる。

・身近で分かりやすい例を用いて文字式で表す問題に取り組ませる。
・問題を演習させるだけでなく、間違えた原因を必ず考えさせる。

○考えさせる授業を通して、理解を深める。
・文章をよく読み、何を未知数とおくかをはっきりさせる。
・作った式の意味を説明させる言語活動を通して理解を深める。

	理　　科
	○自然事象への関心・意欲・態度

○実験・観察結果から考察する力

	○身近な自然事象に触れながら、学習内容への興味・関心を高める。

・身近な事象を授業内容と照らし合わせながら紹介して取り入れる。
・ＩＣＴ機器による視覚的な教材を活用して授業内容の復習を実施する。
○実験・観察後の授業において結果から考察する活動を実施する。

・見通しや仮説を立てて実験や観察を行わせて検証する過程を取り入れる。
・考察についてグループで話し合い、互いに討議する活動を取り入れる。　

	英　　語
	○英作文

○読むこと

	○文を読んだり書いたりして英語の語順や書き方に慣れさせる。

・教科書の中心になる文を言ったり書いたりする課題を多く与える。
・教科書を応用して英文を言ったり書いたりする課題に取り組ませる。
○文法・慣用表現の理解を深めて、読むことに慣れさせる。

・文法事項を丁寧に説明し、多様な練習問題で理解を深める。
・慣用表現に触れる機会を増やし、話すこと・書くことでも活用させる。


目黒区立第九中学校　第３学年授業改善プラン

	教科
	区学力調査の結果等から
みられる課題
	授業改善の方策

	国　　語
	○「漢字・文法・語句の知識」

○説明文の内容の読み取り


	○基礎的な文法や同訓異字など漢字・語句の知識を身に付けさせる。
・２年までの内容を段階的に学習できるワークシートを使って指導する。
・３年間の漢字をワークシートを用いて練習させ、小テストを実施する。
○説明文の読み取りに必要な段落構成や論理の展開をつかめるようにする。

・指示語が表す内容や段落の中心文を答える練習に取り組ませる。
・段落内容を要約したり段落構成をつかんだりする問題に取り組ませる。
・論理の展開図を書くなど、筆者の意図を説明する課題に取り組ませる。

	社　　会
	○基礎的な知識の習得
○資料活用の技能


	○基礎的な用語の習得と概念の理解を深める。

・現代社会の具体的な事象と関連付けて基礎的な用語を指導する。

・学習過程で事象間の比較や各分野の関連づけを図る学習活動を実施する。

・問題解決的な学習を取り入れ、知識を活用する場面を作る。
○複数の資料を比較するなどして情報を読み取り、活用できるようにする。

・地図、グラフ、写真、年表などを活用する課題を多く取り入れる。

・複数の資料を比較して相違点などから考察する学習を実施する。
・読み取った内容や自分の考察を発表・討議する時間を設定する。

	数　　学
	○図形の性質・証
　明
○一次関数の利用


	○図形の性質について知識を定着させ、証明の仕組みを理解させる。

・証明の仕組みを理解させ、類推ができるように問題に取り組ませる。

・２年生での既習事項を応用する問題に取り組ませて理解を深める。
・いろいろな定理を活用して証明を組み立てる問題に取り組ませる。
○身近な事象から関係性を見出す課題に取り組ませる。

・分かりやすい身の回りの事象から関数関係を見つける課題を提示する。

・一次関数を活用して問題解決を図る演習を通して理解を深める。

	理　　科
	○科学的な思考
○動物の生活と種類など

	○実験や観察を中心に進めながら、知識の定着と思考力の育成に努める。

・実験では操作の意味を確認し、考察の過程で考え方の道筋を指導する。

・結果から考察までを自力で取り組めるようにワークシートを工夫する。
・考察を発表したり、グループで話し合ったりする活動を取り入れる。　
○２年までの内容を復習する活動を実施し、問題演習を多く取り入れる。

・既習内容の復習テストを実施して、各自の学習課題をとらえさせる。

・総合問題集や復習プリントを活用して問題演習に取り組ませる。

	英　　語
	○文法・慣用表現の知識・理解

○条件英作文


	○文法に関する知識の定着とcollocationを意識した語彙指導を継続的に行う。

・新しい文法事項導入の際に演習時間を増やして知識の定着を図る。

・連語・熟語の小テストや辞書指導を定期的に行う。

・error analysisを通して生徒の弱点を把握し、生徒によるerror

 correction activityを行う。

○上記の指導を徹底することで、作文力をつける。

・授業で行う条件英作文で個別指導を充実させる。

・少人数クラスで教科書のwrite とspeakを活用し、accuracyを意識した

writingとpresentationを行った生徒を他クラスに派遣し、presentationの授業交流を行う。
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Ⅱ　平成２３年度「目黒区学力調査と授業改善プラン」の検証
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